
 
 
 
 

 「原水爆禁止 2019 年世界大会」の開催にあたり、関係各位

のご尽力に心より敬意と感謝を申し上げます。 

 核兵器も戦争もない平和な世界を実現することは、全人類

共通の願いであります。 

しかしながら、核兵器の脅威は依然として存在し、世界の

各地では内戦や紛争が後を絶ちません。 

こうした世界情勢であるからこそ、全ての国の全ての核兵

器が廃絶されることを世界に発信することに大きな意義があ

ると存じます。 

今年の大会は、被爆 75 年を前にし「命あるうちに核兵器の

ない世界を」という被爆者の方々の願いが込められた極めて重

要な大会でもあります。 

どうか本大会の趣旨が世界を動かし、核兵器廃絶に向けた大

きな契機となることを祈念いたします。 

世界唯一の被爆国として、これからも「ノーモアヒロシマ、

ノーモアナガサキ」を世界に広げていくため、共に頑張りま

しょう。 

 

 

             令和元年 8月 

兵庫県宍粟市長  


